
はじめに 

 

 本市では、コミュニティ推進、健康、福祉、子ども・子育てをはじめ、さま

ざまな分野でスポーツを通じて心身ともに健康で人とつながり、生き生きと楽

しく生活できるまちづくりに取り組んでいます。 

 個人では、自分自身の健康や体力の維持増進のため、また、区・校区などさ

まざまな団体では、参加者のきずなをつくるツールのひとつとして、スポーツ

が行われています。 

本市では「スポーツフェスタ in OGORI」などの市民の誰もが参加できるスポ

ーツイベントを開催することでスポーツにつながるきっかけにしたいと考えて

います。 

また、本市には陸上競技場、野球場、テニスコート等がある「小郡運動公

園」をはじめ、体育館や地域運動広場など各種スポーツ施設があり、さまざま

なスポーツ活動が日常的に盛んに行われています。 

これまでのスポーツ活動の中から、本市では、オリンピック選手、プロスポ

ーツ選手などのトップアスリートも多く誕生しています。 

 一方で、地域でのスポーツ活動については、アンケートなどから、運営する

側の後継者不足や地域コミュニティに対する向心力の低下により参加者が減少

している状況がうかがえます。 

 以上のような現状や課題を踏まえ、スポーツの推進をとおして本市が目指す

べき姿を示すとともに、今後のスポーツの推進に係る施策の方向性を示す、第

２期小郡市スポーツ推進基本計画を策定しました。 

 基本理念を「暮らしの中にスポーツが息づき、健やかさとつながりで笑顔あ

ふれるまち・おごおり」とし、この理念を支える基本方針として「４つの柱」

を掲げ取り組みを進めていこうと考えています。 

 本計画に基づき、スポーツを推進することにより、暮らしの中にスポーツが

位置づけられ、心と身体の健康を保持・増進し、スポーツを「する」・「み

る」・「ささえる」ことをとおして多様な交流の場を創出し、市民がつながり支

え合う笑顔あふれる地域共生社会づくりを推進します。 

 最後に、この計画の策定にあたり、熱心にご審議いただいた小郡市スポーツ

推進計画策定委員会委員、小郡市スポーツ推進審議会委員の皆様をはじめ、ア

ンケート、パブリックコメントなどを通じて貴重なご意見をいただいた多くの

皆様に心から感謝を申し上げます。 
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